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IEAとは

2

IEA (International 
Engineering Alliance

エンジニアリングの教育と実践における質保証と国際的同等性の確保、流動性の向
上を目的とする非営利の国際組織である。

加盟組織 各国・各地域を活動範囲とするエンジニアリング教育認定団体・専門職管理団体が
加盟

構成 教育認定の相互承認に関する3 協定、専門
資格認定の相互承認に関する4 枠組構成

IPEA
International 
Professional 
Engineers 
Agreement

(15+4)

APECEA
APEC 

Engineer 
Agreement

(14+2)

IETA
International 
Engineering 
Technologist 
Agreement

(7+1)

AIET 
Agreement 

International 
Engineering 
Technicians

(6+1)

WA
Washington Accord

(25+7)

SA
Sydney Accord

(11+2)

DA
Dablin Accord

(8+1)

Engineering
Technologist

Professional
Engineer

Engineering
Technician

Independent
Practice

Competence

Graduate
Attribute
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IEA GA&PCについて
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 修了生としての知識・能力（GA:Graduate Attributes）、専門職としてのコンピテンシー
（PC:Professional Competencies, 知識・スキル・態度・価値観が有機的に結合するこ
とを通して、行為として表出する能力）、及び相互の関係性を整理したものである。

IEA GA&PC

 国際連合による持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals, SDGs）に
関連し、新たな技術やエンジニアリング分野、新たな教授法、及び持続可能な発展
(sustainable development)、多様性･包摂性(diversity and inclusion)や倫理といっ
た価値観に対する要求を反映

IEA GA&PC Ver.4 （2021.6.21改訂）



IEAM2025（2025年IEA総会）
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 概要
 日程：2025年6月8日（日）～ 6月13日（金）

 場所：メリダ市（メキシコ） Fiesta Americana Merida Hotel

 参加者：37か国・地域から154名

 APECエンジニアモニタリング委員長：佐藤之彦

日本技術士会：神田淳（国際委員長※当時）、武見康徳（事務局/次長）

建築技術教育普及センター： 藤井俊生（企画部）

Mexico City

Merida

Cancun

会場内風景 KIVI (オランダ) とともに
※配布されたGuayabera（メキシコの正装シャツ）を着用

会場となったFiesta Americana Merida Hotel



IEAM2025 –Timetable
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次ページ以降で概略紹介



IEAM2025 –General Assembly
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 開会挨拶
 IEA運営グループ議長（Ms. Elizabeth Taylor, EA, オーストラリア）、CACEI（メキシコ）
 、メリダ市長 Ms.Cecilia Patrón Laviada からの挨拶

 運営グループからの報告
 2024年度のレビューチームの紹介（IPEJ※からレビューチームに参加した Masao Matsumoto氏
も紹介された） ※IPEJ：日本技術士会（以降、IPEJと記載）

 WFEOやFAEO等との連携活動の紹介

 事務局からの報告
 事務局長（Mr. Chris Johns, EngNZ, ニュージーランド）の挨拶
 IEAM2024の開催報告
 IEA BUDGET：2025-2026の会費は、CPI（消費者物価指数増加）に伴い、5.5%の値上げ
 IEA Website Project : 2025.8.31までに新Websiteを立ち上げる

Ms. Elizabeth Taylor

Mr. Chris Johns



IEAM2025 – Workshop
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 ALL IEA Workshops
参加者一人づつトランプが配られ、数字が一致するテーブルに集合。
（各テーブル 4～6名程度）
以下をテーマにテーブルごとに議論し、意見を集約、会場で発表
 Future of IEA Workshop（1.5時間）
 Defining Substantial Equivalence（1.5時間）
 Managing Expectations for Reviews（1.5時間）
 Strengthening Accord & Agreement Collaboration（1.5時間）

 IEA Agreement Workshops
以下をテーマにテーブルごとに議論し意見を集約

 Stakeholder Engagement（1.5時間）

テーブルの様子

“Managing Expectations for Reviews”
に関する議論項目



IEAM2025 –Combined Agreement Open Meeting
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 各Agreementの状況の紹介
 IPEA 19機関（Authorized Member 15, Provisional/Conditional 4）
 IntPE登録者 32,000人以上（ただし3つのJurisdictionで85%を占める）,
昨年より10%以上増加

 APECEA 16機関（Authorized member 14, Provisional/Conditional 2）
 APEC Engineer登録者 33,163人

 IETA 8機関（Authorized member 7, Provisional/Conditional 1）
 AIET 7機関（Authorized member 6, Provisional/Conditional 1）

 Rules and Guidelineのアップデート
 基本的には冗長を排除し、シンプルな表現にする改訂
 事前に各エコノミーから寄せられた意見を基に議論を要するとされた項目ごとに投票。
すべて問題なく決議された。※IPEJがリソースの問題で反対していた項目「レビュワー
にアカデミアの人を含める」は、まるごと削除された。

 2025年10月1日から新しいルールが施行される

Agreementの状況説明

Rules and Guidelineのアップデートの説明



IEAM2025 –Agreement Business Meeting
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 APEC Only Business
議論アイテムなし

 IPEA Only Business
Provisional/Authorized Membershipを申請している各国からの制度のプレゼンテーション
 KIVI (オランダ)：Authorized Membershipを申請中
 PERB and JIE (ジャマイカ)
 CSE (中国) ：Provisional Membershipを申請中。ただし会場に現れず、プレゼンテーションは無かった。
 SCE (サウジアラビア) ：Provisional Membershipを申請中。



IEAM2025 –Agreement Closed Meeting

10

 Joint IPEA&APECEA Closed Meeting
 EA (オーストラリア) の審査→6年の継続が承認
 IPEJ（日本）の審査→6年間の継続が承認
 EngNZ (ニュージーランド) の審査→2年間の継続が承認



IEAM2025 –Agreement Closed Meeting
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 APECEA Closed Meeting
 COET (タイ) の審査→2026年までのConditional Membershipの継続

 PII (インドネシア)の審査→6か月以内にOnsite Visitの実施

 IEPNG (パプアニューギニア)の審査→Provisional Membershipを継続

 そのほか
 EC (カナダ) が今年度にレビューを受けることを確認

 Annual Reportのテンプレートが次回から新しくなる

 議長・副議長は継続



IEAM2025 –Agreement Closed Meeting
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 IPEA Closed Meeting
 IPEA (パキスタン) の審査→6年間のメンバシップ継続
 SCE (サウジアラビア)の審査→Provisional Statusが認められた。
 PTC (フィリピン)の審査→Authorized membershipに向けてレビューを行うことが承認された
 バングラディッシュ/ロシア/オランダのProvisional Membershipを継続

 そのほか
 EC (カナダ) が今年度にレビューを受けることを確認

 議長はEngNZ(ニュージーランド)が継続、副議長にEC (カナダ) が議長指名で選ばれた



IEAM2025 –Closing
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 今後のIEAM
 2026年はケープタウン（南アフリカ）で開催。南アフリカの代表からビデオを交えて現地の紹介が
あった。

 2027年はインドネシアで開催
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